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009-4113北 海道斜里郡斜里町本町49番 地 斜里町立知床博物館

は じめ に

半 澤 中(は ん ざわ ち ゅ う 、1893～1942年(明

治26～ 昭 和17)。 以 下 半 澤 と記 す)は 斜 里 町 に

生 まれ 、1925年(大 正14)樺 太 に 渡 り、 敷 香 町

で 写 真 館 を開 業 した 。 半 澤 は、 写 真 を とお して樺

太 北 部 の 自然 や 産 業 、 ウ イ ル タや ニ ブ フ な どサ ハ

リ ンの先 住 民 族 の生 活 を積 極 的 に紹 介 した 。 こ れ

らの作 品 は 、 み や げ 用 の 写 真 や 絵 は が き と して販

売 さ れ 、 現 在 まで 先 住 民 族 の 生 活 記 録 を伝 え る資

料 と して 出 版 物 な ど に繰 り返 し使 用 され て い る。

とこ ろ が 、 半 澤 の作 品 は 、 無 記 名 の ま ま博 物 館

に展 示 され た り、報 告 書 や 写 真 集 に掲 載 され る こ

とが 多 か った 。 そ の た め撮 影 者 が 知 られ な い ま ま

使 用 が 続 け られ る作 品 が 多 く、 しか も個 々の 写 真

につ い て は 、 撮 影 場 所 や 年 代 、 被 写 体 な ど に 関 す

る撮 影 デ ー タが 整 理 さ れ て い ない 状 態 に あ る 。

そ こで 、 既 存 の 出版 物 や 絵 はが き、 販 売 写 真 か

ら半 澤 の作 品 リス トを作 成 し、 個 々 の 作 品 につ い

て は 、資 料 調 査 と聞 き取 りか ら撮 影 デ ー タ の付 加

を試 み た 。 加 え て 、 そ の 過 程 で 得 られ た 情 報 か ら、

作 品 の所 蔵 先 と収 録 出 版 物 の リス ト、 半 澤 の ラ イ

フ ヒス トリー の 概 略 を作 成 した 。

本 研 究 を進 め る に あ た り、 長 男 の 半 澤 玲 一 氏 に

は数 多 くの 証 言 や資 料 の 提 供 を い た だ い た。 また

妻 の半 澤 テ ル 氏 を は じめ 、 次 の 各氏 ・機 関 か ら も

協 力 を 得 た 。 記 して お 礼 申 し上 げ る 。 池 上 二二良 、

内 田祐 一 、 大 塚 陽子 、 小 泉 昇 、 金喜 多 一 、 澗 潟

洋 子 、網 走 市 立 郷 土 博 物 館 、 市 立 函 館 博 物 館 、余

市 町 図書 館 、 稚 内市 立 図 書 館 、 北 海 道 立 北 方 民 族

博 物 館 、 北 海 道 立 図書 館 、 北 海 道 大 学 付 属 図 書 館

北 方 資 料 室(順 不 同 ・敬 称 略)

な お 、 本研 究 は平 成10年 度 文 部 省 科 学 研 究 費補

助 金(奨 励 研 究(B))課 題 番 号10904001の 助

成 を受 け 行 わ れ た。

方法

1.作 品 リ ス トの作 成

作 業 は 、 まず 作 品 の 同定 か ら行 っ た。 半 澤 の 作

品 とは 、 半 澤 自身 また は半 澤 写真 館 に よ っ て撮 影

され た も の で 、(1)半 澤 写 真 館 発 行 と印刷 され

た絵 ハ ガ キ ま た は そ う印 刷 され た 袋 に 入 っ た絵 は

が き、(2)写 真 館 の ス タ ンプ が 押 さ れ た販 売 写

真(写 真1)、(3)半 澤 の記 名 入 りで書 籍 に 収

録 され た 写 真 、(4)半 澤 よ り親 族 に送 られ た 親

族 所 蔵 写 真 、(5)当 館 所 蔵 の 組 写 真(写 真2)

と した 。 なお(5)は 、サ ハ リ ンの 風 景 と先 住 民

族 の 生 活 記 録 か らな る1か ら40ま で の通 し番号 が

付 け られ た組 写 真 で37枚 が現 存 し、 内容 か ら半 澤

の 作 品 と した 。作 品 リ ス トに は根 拠 の 区分 を明 記

した 。

根 拠 に欠 け る が半 澤玲 一 氏(1928年(昭 和3)

生 まれ 、 以 下 玲 一氏)、 半 澤 テ ル氏(1905年(明

治38)生 まれ 、 以 下 テ ル氏)な どの 証 言 や 出 版 物

へ の 掲 載 状 況 か ら、 半 澤 の作 品 で あ る と考 え られ

た もの は 「推 定 」 と して作 品 リス トに加 え た 。 リ

ス トに は 、!)初 出 年 代 、2)撮 影 場 所 、3)被

写 体 の 説 明 、4)原 題 の撮 影 デ ー タ を付 加 した 。

この う ち 、既 存 の 文 献 や 出版 物 か ら引 用 した もの

に つ い て は 出 典 を 明 記 し、 玲 一 氏 や テ ル 氏 、

1932～47年(昭 和7～22)に 敷 香 町 役 場 に 勤 務

写 真1. 販売写真の
裏面スタンプ

写真2.斜 里町立知床
博物館所蔵組写真
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していた金喜多一氏(1910年(明 治43)生 まれ)

らの証言を用いた場合はその旨を明記 した。!)

初出年代

現在残 されている作品からは直接撮影年代 を知

ることができないため、作品が掲載 された出版物

の初出年代を利用 した。既存の出版物や関連資料

から撮影年代の記述が得られた作品については、

3)の 「説明」に書 き加えた。

2)撮 影場所

撮影場所については、組写真や絵 はが きのタイ

トルに明記されている場合は、その地点 とした。

なお、一作品から複数の撮影場所が推定 された場

合は、併記 した。

3)被 写体の説明

図版 として収録された出版物の解説文や聞き取

りによる情報を説明とした。 また、出版物や聞き

取 り証言か ら得 られた説明、筆者自身が作品から

読みとった情報を加えた。複数の説明が得 られた

場合は、併記 した。

なお、被写体の個人名についての情報 も得 られ

たが、一部を除きリス トには記載 しなかった。

4)原 題

当館所蔵の組写真のタイ トル、または半澤が発

行 した絵 はが きの説明文を原題 とした。

2.作 品の所蔵先 と収録出版物

半 澤 の 作 品 の うち 、 根 拠 の 区分 の(1)に あ た

る絵 は が き、 及 び(2)の 販 売 写 真 の 所 蔵 先 の リ

ス トを作 成 した。

結 果 と考 察

1.作 品 リ ス トの作 成

調 査 の 結 果 、 根 拠 を持 ち半 澤 の作 品 と して判 断

さ れ た もの89点 が 得 られ た。 作 品 の根 拠 の 区分 は 、

当館 所 蔵 の 組 写 真51点 、 ス タ ンプ が押 され た販 売

写 真27点 、 絵 は が き29点 、 親 族 所 蔵 写 真3点 で

あ っ た 。 なお ス タ ンプ は2種 類 が 見 つ り根 拠 が複

数 得 られ た作 品 が あ っ た 。

作 品 の 内 容 の 内訳 は 、 樺 太 ア イ ヌ2点 、 ウ イ ル

タ22点 、 ニ ブ フ10点 、 ウ イ ル タ ま た は ニ ブ フ12点 、

そ の他 の 先 住 民 族4点 、 トナ カ イ9点 、 産 業 と敷

香 市 街14点 、 海 豹 島7点 、 風 景 そ の他9点 で あ り、

ウ イ ル タ を被 写 体 に した もの が 多 か っ た 。

作 品 リ ス トに は 、 半 澤 もの と推 定 さ れ た写 真26

点 を加 え 、ll5点 の 作 品 を収 録 し た。 なお 考 察 は

根 拠 の あ る作 品 につ い て の み行 っ た 。

1)初 出 年 代

初 出 年 代 が 得 られ た 作 品 は 、1927年 が2点 、

1930年8点 とな り、 本 文 の 記 述 か ら 『樺 太 奥 地

案 内 の 栞 』(敷 香 郷 土 研 究 会1930)の 説 明 用 の

写 真 と考 え られ る当 館 所 蔵 の 組 写 真 が 初 出 と な る

作 品20点 を 加 え た30点 が 、1927～30年 の 間 に撮

影 され た もの と考 え られ た 。 これ は根 拠 の 得 ら れ

た 作 品 の約3分 の1に あ た る 。

2)撮 影 場 所

作 品 の原 題 に記 載 され た撮 影 場 所 は 、 敷 香(市

街)、 幌 内 川 、 多 来 加 、振 戸 山麓 、 オ タス 、 国 境

標 点 第 一一号 、 半 田、 海 豹 島 、 中幌 内 川 、 東 樺 漁 業

株 式 会 社 の10カ 所 で あ った 。 出版 物 の 記 載 、 余 市

町 図 書 館 「市 川 文 庫 」 所 蔵 写 真 の た だ し書 き な ど

か ら得 られ た撮 影 場所 は、 上 敷香 、 中敷 香 、 敷香 川 、

ダ リー 、気 屯 、 萩 屋 、多 来 加 湾 北 岸 、 東 多 来 加 、

留 久 志 、 第 三 天 測 点 の10カ 所 で あ っ た 。

3)被 写 体 の 説 明

作 品 リス トに記 載 した 。 複 数 の 情 報 が 得 られ た

場 合 は併 記 した 。

4)原 題

原 題 は 、65作 品 に つ い て 得 られ た 。絵 は が き集

「敷 香 風 景 第 壱 輯 」 の原 題 は 、 当 館 所 蔵 の 組 写 真

の もの と同 一 で あ る こ とか ら、 こ の絵 は が き集 は

1930年 頃 の 発 行 と推 定 され た。

販 売 写 真 の 裏 面 に押 され た ス タ ン プ の 番 号 は 、

27個 が 得 られ 、 最 小 番 号 は5、 最 大 は99で あ っ た。

同 一一の 作 品 に 異 な っ た番 号 が 記 され た もの は な く、

一 部 の 番 号 は 当館 所 蔵 の組 写 真 の 番 号 と共 通 して

い た。 玲 一 氏 の 記 憶 で は販 売 写 真 は 約100点 とい

う こ とで ほ ぼ 一 致 して お り、 一 連 の 番 号 は 、 通 し

番号 を用 い た半 澤 自身の 作 品整 理 番号 と考 え られた 。

2.作 品 の所 蔵 先 と収 録 出 版 物

半 澤 の 作 品 と して 判 断 され た 作 品 の うち 、 ス タ

ンプ が 押 さ れ た 販 売 写 真 及 び 袋 入 り絵 は が きの 所

蔵先 は、個 人 所 蔵 を除 き7機 関が得 られ た(表1)。

半 澤 の 作 品 を収 録 した 出版 物 は 単 行 本 や 図 録 で

35タ イ トル 、 雑 誌 記 事4タ イ トル 、 合 計39タ イ

トル が 得 ら れ た(表2)。 た だ し、撮 影 者 と して
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表1.半 澤中の作品の所蔵機関

機 関 名 内 容

北海道大学付属図書館北方資料室 写真17枚(1932年 「樺 太旅行 記念 アルバ ム」)、 絵 はが き13枚

北海道立北方民族博物館 写真5枚

北海道立図書館 絵 はが き29枚

斜里町立知床博物館 組 写真37枚 、絵 はが き37枚

市立函館博物館 写真1枚(ス タンプのな い写 真他 あ り)

稚内市立図書館 写真8枚 、絵 はが き10枚

余市町図書館 「市川文庫」 写真4枚(ス タンプのな い写 真多数 あ り)

表2.半 澤中の作品を掲載 した出版物

著 者 又 は 編 者 発 行 年 タ イ ト ル 記 名

糸乗雷暉 1927 樺太案内旅行記 な し

改造社 1930 日本地 理大 系第10巻 北海 道 ・樺 太編 な し

新光社 1930 日本地 理風 俗大系 第14巻 北海道 ・樺太編 な し

敷香町役場 1931 敷香町政要覧 な し

樺太拓殖新聞社 1931 始政弐拾五週年記念 樺太写真帖 な し

若泉小太郎 1931 樺太紀行 北緯五十度の旅 な し

安東写真館 1932 樺太敷香写真帳 な し

カギヤ書店 1932 樺太敷香写真帳 な し

澤田雄三 1933 極北 の神秘境 一海豹 島へ 、 『旅』10巻8号 な し

竹内白騎 1933 樺太 を語 る(二)、 『旅』10巻4号 な し

樺太敷香時報社 1933 樺太年鑑昭和8年 版 な し

澤田雄三 1934 樺太土 人 の昨今(2)、 『旅』11巻3号 な し

敷香土人事務所 1935 オロ ッコ其 の他土 人の研究(半 澤中商店発 行) な し

大野東雲 1935 樺太 地誌Q977国 書刊 行会 か ら再発 行) な し

樺太庁 1936 樺太庁施策三十年史 な し

樺太庁 1936 樺太写真帖 な し

阿部悦郎 1936 樺太の旅 な し

庄司 宏 1937 民族 最後 の人 々 オ タスの土 人 な し

世良伊八 1937 樺太 郷土写 真帳(改 訂版)

(1959年 国書刊行 会 『樺 太写真 帳』 と して再発 行)

な し

川村秀弥 1937 先住 民族 オ ロッコ ・ギ リヤー クの生活 と風俗 『樺太庁 報第6号 』 な し

樺太庁敷香支庁 1938 管内要覧 な し

敷香支庁内土人事務所 1939 土 人の しらべ な し

樺太文化振興会 1941 樺太庁博物館案内 な し

西鶴定嘉 1942 樺太 ア イヌ あ り

山本祐弘 1942 犬権 と馴 鹿権,『 旅』,19巻2号 な し

山本祐弘 1943 樺太原始民族の生活 あ り

玉貫光 一 1944 樺 太博物誌(1977年 国書刊 行会 か ら再発行) な し

山本祐弘 1970 樺 太 アイヌー住居 と民具 な し

北海道開拓記念館 1975 第4回 特別展北方民族展資料目録 な し

国書刊行会 1977 写真集 樺太 な し

田 中 了 、D・ ゲ ン ダ ー ヌ 1978 ゲ ンダーヌ ーある北方 少数民族 の ドラマ な し

望郷樺太編纂委員会 1979 写真集 望郷 樺太 な し

間潟久治 1981 ウ イルタ語辞典 な し

池上二郎 1982 ウ イルタの暮 らしと民 具 あ り

(財)白老民族文化伝承保存財団 1987 ソビエ ト連邦極東少数民族展 な し

田中了 1993 サ ハ リ ン北 緯50度 線 一 続 ・ゲ ン ダ ー ヌ な し

田中了 1994 母 と子 でみ る20戦 争 と北 方少数 民族 な し

北海道立北方民族博物館 1997 第12回 特別展 「樺太1905-45一 日本領 時代の少 数民族 」 な し

BH田HeBCKI伯.HHK(),コa臼 1994 OTACy な し
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半 澤 の 名前 を明記 して い るの は3タ イ トル で あ った 。

絵 は が き に使 用 され た 例 は、 豊 原 の 北 進 堂 、函 館

て い る の は2タ イ トルで あ っ た 。絵 は が きに使 用

さ れ た 例 は 、 盟 原 の 北 進 堂 、 函 館 の 小 島 大 盛 堂 、

敷 香 町 役 場 な どが あ っ た 。

また 、 サ ハ リ ン州 立 博 物 館 に は プ リ ン トが展 示

され て い る(リ ス ト番 号2、13、23、42、45)。

半 澤 中 の ラ イ フ ヒ

ス トリー

玲 一 氏 の 証.言 を

基 本 資 料 と し、 一文

献 の 裏 付 け を 加 え

て 作 成 し た 。 裏 付

け 資 料 が 得 ら れ な

か っ た 場 合 は 、 伝

聞 形 等 の 記 述 を と

っ た 。 写 真 は 玲 一一

氏 の提 供 で あ る 。

1.樺 太 行 前:写 真3・ 半 澤 中 ・ 斜 里 ・タト山 写 真 負官撮 景多

明 治26年 ～大 正14年

(1893～1925年)

半 澤 中(写 真3)は 明 治26年(1893)H月16日 、

紋 別 郡 各 村 戸 長 を 務 め た 半 澤 真 吉(北 海 道 庁

1912)の 三 男 と して 斜 里 に生 ま れ た。 半 澤 の 学 歴 、

職 歴 と も 詳 細 は 不 明 だ が 、 明 治42年(1907)に

斜 里 の 代 用 教 員 を依 願 退 職 して い る(斜 里 外 四 ヶ

村 戸 長 役 場 「大 正 四 年 三 月迄 辞 令 簿j)。 そ の 後 、

東 京 に移 るが 関 東 大 震 災 で罹 災 し、斜 里 に 戻 る こ

と に な っ た。 そ して 斜 里 の テ ル 氏 と結 婚 し、 斜 里

に 新 居 を構 え た 。

半 澤 は東 京 在 住 時 に写 真 を 学 ん だ ら しい が 、 詳

しい こ と は わ か ら な い。 斜 里 で は 仲 間 の写 真 を撮

影 し、 好 評 を得 て い た とい う。 斜 里 で は現 役 場 近

く に写 真 館 を 開 い たが 、 そ の 記 録 は 見 つ か っ て い

な い 。 なお 、斜 里 時 代 の フ ィル ム は敷 香 で 戦 災 に

遭 い 現 存 しな い 。

大 正14年(1925)頃 、 彼 は 単 身 樺 太 に 渡 り、

翌 年 、 テ ル氏 を呼 び 寄 せ 敷 香 で の 新 生 活 を始 め た 。

●2

　

1931)

Ei1窪∫書.甫日・寺イkこ● 大 正15年 ～ 昭 和 6
二

論
丁イ (1926～

写 真4.半 澤 菓 子 店 、右 端 が 半 澤 、 中央 は 妻 テ ル

半 澤 の 樺 太 で の最 初 の 仕 事 は 、船 舶 の バ ッテ リ

の充 電 な どだ っ た ら しい。 そ して大 正15年(1928)

頃 、実 質 的 に テ ル氏 が 経 営 す る半 澤 菓 子店(写 真

4)の 店 舗 の 裏 側 に1.5～2問 ほ ど の撮 影 現 像 施

設 を作 る 。 設 備 は 簡単 な もの で 、 引 伸 しの 光 源 に

は北 向 きの 窓 か ら入 る 自然 光 を利 用 した もの だ っ

た ら しい 。 カ メ ラ は ガ ラ ス乾 板 を使 用 す る キ ャ ビ

ネ版 の 組 立 暗 箱 を使 っ て い た 。

な お住 所 は敷 香 村 本 通 り南1丁 目 とい う が 、 樺

太 敷 香 港 とい う標 記 も され て い る(敷 香 郷 上 研 究

会1930)。

半 澤 は 、 大 正 末 か ら昭 和 初 期 に 、 風 景 や先 住 民

族 の 生 活 の 撮 影 を始 め た 。 そ して 昭 和5年 頃 まで

に撮 影 され た写 真 が 、 作 品 の 中核 を 占め る こ とに

な っ た 。 そ れ は この 時 期 に撮 影 され た 作 品 は 、 サ

ハ リ ン先 住 民 族 の オ タ ス以 外 で の 暮 ら しを記 録 し

た もの で あ り、 また 、 トナ カ イに よ る物 資 輸 送 な

ど樺 太 北 部 の 風 十 を と ら え た写 真 を数 多 く含 む か

ら で あ る 。

昭 和3年(1928)の 新 聞 連 載 記 事 「樺 太 を探

ね て 一 澗 潟 教 授 の オ ロ ツ コ研 究j(北 大 北 方 資 料

室 蔵)に は 文 章 の 内容 に合 致 した一半澤 の 作 晶 が 川

い られ て い る。 テ ル氏 に よ る と、半 澤 は オ タス で

の澗 潟 の 調 査 に 同行 し、 ウ イ ル タ語 や ニ ブ フ語 の

会 話 もで きた と い う。

昭和5年(1930)、 半澤 は 「樺太 奥 地 見学 の 栞』

と 、 お そ ら くそ の 説 明 用 の 組 写 真 を発 行 した 。 翌

年 発 行 され た 『敷 香 町 政 要 覧 』 は 、 半 澤 の 作 品 が

13点 ほ ど使 わ れ 、 全 ペ ー ジ の3分 の1を 使 っ た 自

然 と産 業 、 そ して先 住 民 族 に 関す る 解 説 の 補 助 と

して用 い られ た 。

半 澤 の 多 岐 に わ た る活 動 に も関 わ らず 、 写 真 の
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写 真5. 半澤写真館新店舗、
右端が半澤

仕 事 は 、 機 材 費 や

見 本 の 送 料 な ど に

出 費 が 多 く、 テ ル

氏 の 印 象 は 家計 を

苦 しめ る もの だ っ

た 。

3.新 店舗 時 代:

昭 和7～16年

(1932～1941)

半 澤 写 真 館 の 新

店 舗 は 、 公 会 堂 の

向 か い に 建 築 さ れ

た(写 真5)。 ・住

所 は 、 敷 香 町 山手

通 り一南1」 目。 勅り占舗 へ の 移 転 時期 は 、 略 不口b～

6年(1930-31)ら しい 。[口店 舗 時 代 は 、 半 澤 は

撮 影 か ら暗 室 作 業 まで を 一 人 で 行 っ て い たが 、 新

店舗 に な っ て か らは4人 程 度 の助 手 が い た ら しい 。

半 澤 が 新 店 舗 を構 え た時 期 は 、 営 林 署 や 町 役 場 、
一支庁 な ど役 所 か ら仕 事 が 増 加 した 時 期 とだ

っ た 。

rl召和6年 発 行 の 『敷 香 町 政 要 覧 』 、 同ll年 発 行 の

「樺 太 庁 施政 三 十 年 史』 、敷 香 支 庁 の 「管 内 要 覧』

(同13年)な ど 関係 官 庁 発 行 の 書 籍 に半 澤 の 作 品

が 数 多 く使 用 され て い る。 半 澤 は 昭 和5～10年 の

間 に、写 真 家 と して の地 位 を築 い た とい え るだ ろ う。

写 真6. 半澤写真館オタス
出張所の看板

写 真7,オ タス出 張所 で撮 影 さ

れ た観 光記 念 写真(左

端 は トナ カ イ飼育 係 の

ウ イル タ)図1.

ま た 、 警 察 の 仕 事 も担 当 し、 昭 和13年(1938)

岡 田嘉 子 ・杉 本 良 吉 の 日 ソ国 境 越 境 事 件 の 際 は 、

山 形 屋 旅 館 の 現 場 写 真 を担 当 した と い う。

4.「 オ タ スの 杜 」 と半 澤 写 真 館

半 澤 は 、 敷 香 市 街 地 の 繁 華 街 に あ っ た 敷 香 会館

の隣 にギ ンザ 支 店、 幌 内 川対 岸 にオ タ ス出張 所(写

真6)を 出 店 す る 。 ど ち ら も出店 時 期 は 、 テ ル氏

の 記 憶 で は 昭 和9年(1934)頃 と い い 、 昭 和14

年 の 書 籍 の 広 告 が 残 され て い る(敷 香 支 庁 内土 人

事 務 所1939)。 テ ル氏 に よ る と、 出張 所 の 設 置 は、

樺 太 庁 の 依 頼 に よる か も しれ な い とい う。

オ タ ス 出張 所 で の 売 り物 は 、 飼 育 して い た トナ

カ イ と並 ん で の 観 光 記 念 写 真 の撮 影 で あ った(写

真7)。 トナ カ イの 飼 育 は オ タ ス在 住 の ウ イ ル タ

に行 わせ て い た 。 ま た 、 出 張 所 に は菓 子 や 飲 物 に

並 ん で 、 先 住 民 の 工 芸 晶 が 販 売 さ れ て い た(半 澤

玲 一 「オ タ スの 杜 』)。 玲 一一氏 の 記憶 で は、 出張

所 は オ タ スで の 唯 一…・の⊥ 芸 品 販 売 店 で あ り、敷 香

土 人教 育 所 で は展 示 が され て い た だ け とい う。

な お 、 玲 … 氏 が 自己 の 記 憶 を も と に オ タ ス の 見

取 り図 を作 成 さ れ た の で掲 載 す る(図1)。

5.グ 帝【玉1:日召禾IIl6～17イ}三(1941～1942年)

半 澤 は 昭 和16年(1941)、 撮 影 機 材 や撮 影 済

み の フ ィル ム 、 家 財 道 具 な ど を敷 香 に残 して 病 気

療 養 の た め家 族 を連 れT・葉 県 館 山.市に転 居 した 。

写 真 館 は 、 ス タ ジオ 写 真 の み の営 業 と して本 店 と

オ タ ス見 取 り図(半 澤 玲 一 氏 作 図)
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支 店 を継 続 、 オ タ ス 出 張 所 は 閉鎖 され た ら しい 。

そ の 後 、 出 張 所 は、 軍 の 演 習 場 が で き る こ とか ら

取 り壊 しに な っ た とい う。 一 方 、 半 澤 は 症 状 悪 化

に よ り昭 和17年(1942)2月28日 に死 没 した 。

昭 和20年8月20日 、 ソ連 軍 の 空 襲 と と も に 、

敷 香 市 街 に大 規 模 な火 災 が発 生(樺 太 終 戦 史 刊 行

会1973)、 半 澤 写 真 館 は 全 焼 した 。 そ の た め 当

時 の フ ィ ル ム や ノー ト類 、書 類 な ど もす べ て 焼 失

した 。 店 舗 を管 理 して い た 三輪 支 配 人 に よる と、

焼 け跡 に は大 量 の ガ ラ ス乾 板 が 溶 け 出 し、 山 の よ

う に な っ て い た とい う。
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不 明
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敷香 町役 場1931

不 明

敷香 町役 場1931

不 明

敷 香 町役 場1931

澗 潟1928?

澗 潟1930

撮影場所

東 多来 加(今 井1930)

東 多来 加(西 鶴1942)

説 明 収蔵先

桂 甲の所 有者 ・東万 吉(左 よ り2番 目)の 知 博
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明

明

明

明

明
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不

不

不

不

不
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今 井1930

不 明

世 良1934

不 明

山本1943

敷 香 町役 場1931
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今 井1930

ニ フ フ

24U,B,P糸 乗1927

オ タス の森 近 く

(敷香 町役 場1931)

留久 志 地方(大 野1935)

不明

不明

オタス

不明

不明

不明

不明

不明

オ タス?

調 理 し て い る の は ア メ マ ス

右 か ら4番 目 はWasilai(ワ シ ラ イ)

(池 上1982)

北資

知博

知博

知 博

知博 、北資 、 北 図

双子の偶像 だが、下向きの熊 の頭部に も見える

オ ロ ッ コ の 天 葬(山 本1943)

酋 長 マ ツベ イの 甥(澗 潟1928?)ア レキサ

ン ドル の娘パ タ ラ と初生 子(澗 潟1930)

名 は夏 子 。年 は12歳(昭 和3年)

知博

知博

知博

知博

知博、函博

知博

北資

(澗 潟1930)北 資

川畔 で 調理 す る オ ロツ コ(山 本1943)

冬 の 家骨 組(山 本1943)

冬 の 丸小 屋(山 本1943)

オ ロツ コの嬰 児子(今 井1930)

稚 図

北 資 、知 博 、稚 図

矢口†専、」ヒ資

知 博 、北 資 、北 図

知博 、 稚 図

不 明

不 明

不 明

個 人蔵

ユ ウ チ リ ッ カ(ギ リヤ ー ク)(山 本1943)知 博:、 北 図
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分

⑱

U

U

U

U

S

R

R

区

U

晦

万

%

刀

器

四

3。

M

η

初 出年 代 撮 影 場所

糸 乗1927オ タス?

今 井1930不 明

不 明 不 明

不 明 幌 内川?

敷香土人事務所1935不 明

大 野1935オ タス

不 明 オ タス

不 明26と 同一 場所?

ウイル タ また はニ ブフ

敷香十人事務所1935不 明

澗 潟1930幌 内川(澗 潟1930)

U

U

33

34

に

u

砿

s

35

36

37

S

S

S

P

P

P

P

U

38

39

40

41

42

43

44

45

不 明 幌 内川?

不 明 不 明

不 明 幌 内 川

ア ルバ ム1932不 明

敷香土人事務所1935オ タス(敷 香教 育所)

樺太庁敷香支庁1938オ タス教育所前(玲 一氏)

不 明 幌 内川

敷香土人事務所1935不 明

不 明 不 明

不 明 不 明

その他の先住民族

U64

U

S

U

U

S
,

折

砿

47

48

ナ

49

50

5ー

ト

U25

りづ

4

5

5

《
」

5

S

S,P

S

地 理体 系1930

糸 乗1927

幌内川

不明

不 明 不 明

敷香土人事務所1935不 明

澗 潟1930振 戸 山 麓

不 明 不 明

P敷 香土人事務所1935幌 内川 、後 方 は佐 知

(金氏)

地 理体 系1930

今 井1930

ア ル バ ム1932

ア ル バ ム1932

幌 内川付 近

(地理体 系1930)

敷香 川(今 井1930)

幌 内川

幌 内川

説 明

No24と 同一場所、ギ リヤー ク女の正装(山 本1943)

ム シ ロは ス トックで支 え てい る

銃 脚 には文様 あ り、 アザ ラ シ皮製長靴 を着用

ギ リヤ ー クの定着 聚 落(大 野1935)

8月10日 敷 香祭 礼 日前 後 の丸 木舟 レー ス

(澗潟1930)

ウイル タとニ ブ フの児 童

シ ャーマ ン踊(樺 太庁 敷 香支 庁1938)

山丹 人 を父親 に持 つ オ ロ ツコ

(地理 体系1930)

ウ イ ノク ロフ(奥)、 妻(手 前)

娘 ワ ルワ ラ(左)(玲 一氏)

キ ー リ ンの家族(敷 香 土 人事 務所1935)

収蔵 先

知博 、 稚 図

知博

知博

矢口†専、 二1ヒ資

知 博

稚 図

個 人蔵

個 人蔵

知博

知博

知博

知博、市川

稚図

北資

余図

余図

知博 、 稚 図、北 図

知 博 、稚 図 、北 図

北 資

知博

知 †専、北 資

余 図 、稚 図

知博

知 博

北 資 、稚 図

知博

知 博

敷 香 町 よ り国境 に近 い森 林 帯 の官 行研 伐 地 知博 、稚 図、 北資

へ 食糧 物 資 を輸 送す る(大 野1935)北 図

人物 は ウ イル タか明 かで な い(池 上1982)知 博

氷 上 を行 く馴 鹿 の列(今 井1930)北 資

見せ物 として も行われた幌内川渡渉(玲 一氏)北 資 、 稚 図、 知博

北資
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No.区 分 初 出 年 代

56S今 井1930

57P不 明

産 業 ・敷 香 市 街

58U徳 田1930

59U,P不 明

60P,S不 明

61P不 明

62P不 明

63P地 理 体 系1930

64P不 明

65P不 明

66P不 明

海 豹 島

67U,P不 明

68S不 明

69S徳 田1930

70S不 明

71S不 明

72P不 明

73P不 明

風 景 ・そ の 他

74U不 明

75U不 明

76U,P今 井1930

77U敷 香 町 役 場1931

78U今 井1930

79U中 村1930

80P不 明

81P不 明

推 定

樺 太 ア イ ヌ

101A西 鶴1942

102

103

撮影 場所

不 明

不 明

幌 内川 西岸 ダル イ三 角点 か ら北 方古 屯 の 山(徳 田1930)

ダ リー付 近 の林相(市 川 文庫)

幌 内川 中敷 香官 行 アバ(市 川 文庫)

気 屯付 近(市 川文 庫)

不 明

不 明

敷 香 幌 内川河 口沖(地 理 体 系1930)

不 明

敷香 市 街

敷 香市 街

海 豹 島

海豹 島 海 豹 島 オ ッ トセ イハ レム

海 豹 島 海豹 島 オ ッ トセ イハ レム

海豹 島 海 豹 島 オ ッ トセ イハ レム

海 豹 島?ウ ミガ ラスの卵

海 豹 島

海豹 島

不 明

不 明

上敷 香(今 井1930)昭 和4年(1929)

(今井1930);昭 和4年6月2日

幌 内川;佐 知 鯨 は シロ イル カ と思 われ る

第一 天測 点

第三 天測 点(中 村1930)

国境標 点 第一 号

半 田沢 、 国境 標 点第 三号

説 明

雪 道 を帰 り行 く馴 鹿(今 井1930)

収蔵 先

北資

知博 、稚 図 、北 図

知博

知博

北資 、 知博 、北 図

知博 、 北資 、北 図

稚 図 、知 博

北 資 、北 図

知 博 、稚 図 、北 資

稚 図

北資

知博 、稚 図 、北 博 、北 図

北 博

北 資 、北 博 、稚 図

稚 図、 北博 、北 図

北博

知博 、北 資

知博 、稚 図、北 図

ビー ル瓶 の ラベ ル はSAPPOROBEER知 博:

知博:

6月 上 敷 香 の山 火事 知 博 、北 資 、北 図

(市 川文 庫)

知 博

知博 、北 図

知博

知†専

知博

(下線 を引 いた番 号 は 、追加 して作 品 と確 認 され た もの)

A不 明

A世 良1937

豊 原?昭 和9年 ・樺太 庁博 物 館主 事(当 時)菅 原

繁蔵 氏 が館 蔵 の桂 甲 を ア イヌ人 に着 用 させ

た武 装(末 永 ・伊 東1979)

豊:原?102と 同一

不 明2の 女 性 の アザ ラ シ皮服 を着 用?

一69一
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No.区 分

ウ イ ル タ

104A

105

106

107

108

109

110

A

A

A

A

A

A

初出年代

不明

糸 乗1927

不 明

今 井1930

澗 潟1928/3/3

撮影場所

オ タス?

不 明

不 明

不 明

留 久志 地方(大 野1935)

敷香土人事務所1935オ タ ス?

不 明 オ タス?

ニ ブ フ

lllA今 井1930

112A今 井1930

113A今 井1930

114R不 明

ウ イ ル タ ま た は ニ ブ フ

ll5A金 田 一1930

116A今 井1930

117A不 明

海 豹 島

ll8A地 理 大 系1930

産 業 ・敷 香 市 街

llgA不 明

120A不 明

121A不 明

122A今 井1930

123

124

125

126

127

A

A

A

A

P

不 明

不 明

不 明

オ タス(玲 一 氏)

不 明

不 明

オ タス

海豹島

不 明

不 明

上敷 香(玲 一氏)

保 意(今 井1930)

敷香 時 報社1933不 明

不 明

大 野1935

敷香 町役場1931

不 明

不明

敷香港

22号漁場

東樺漁業株式会社

風景 ・そ の他

128P世 良1937幌 内 川?

129A不 明 オ タス?

作 品 と確 認 され た ものの 追加 分

追 加1P

追加2P

追加3P

追加4P

追加5P

明

明

明

明

明

不

不

不

不

不

敷香川

敷香市街

敷香市街

敷香市街

幌内川

説 明

オ ロ ツ コ の 少 女 ナ チ ュ 、1928生 ま れ 、

母 は パ トラ(敷 香 中 ・高 女 同 窓 会1989)

オ ロチ ョ ンの 婦 人(糸 乗1927)

105と 同 一 場 所

オ ロ ツ コ の 少 女2人(今 井1930)

母 の シ ャー マ ンの服 を着 た 長男(澗 潟1981)

29と 同 一 人物

ギ リ ヤ ー ク の 女 た ち(今 井1930)

ギ リ ヤ ー ク の 女(今 井1930)

ギ リ ヤ ー ク の 天 幕(今 井1930)

1927-28頃 の ニ ブ ヒ 族 の 葬 式(玲 一 氏)

43と 同一場 面

オ ッ トセ イ ハ レ ム

ハ ジに よる運 材(市 川文 庫)

官 行 トラ ク タ集材(市 川文庫)

中敷 香選 材(市 川 文庫)

保意(保 恵?)付 近 の焼 く林(今 井1930)

ダ リー付 近 の林相(市 川 文庫)

林 木伐採(敷 香 時 報社1933)

トラ クソ ンに よる運 材(官 行)(市 川 文 庫)

木材 積 取作 業(大 野1935)

22号 漁場 の マ ス漁(北 海道 敷香 会1997)

鱒 陸上 ケ ノ景(原 題)

樺太 十勝 の 中 幌内 川 の夕照(原 題)

右前 で座 って い るの が半 澤 中(玲 一 氏)

敷香 川木 材 上場 入(原 題)

飛行 機上 ヨ リ見 タル敷 香 町全 景(原 題)

敷香 町(一)(原 題)

敷香 町(二)(原 題)

幌 内川 の精 『オ ロ ッコ』 の少 女(原 題)

収蔵先

余図

余 図

余 図

な し

余 図 、北 博:

函 博

函博 、余 図

余図

余図

余図

個人蔵

図

図

図

余

余

余

余図

余図

函館、余図

余図

余図

図

図

図

図

図

余

余

余

余

北

北図

個人蔵

北図

北図

北図

北図

北図
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半澤の作品 と して確認 された写真

樺 太 ア イ ヌ
1

No.7多 来 加 に住 む

樺 太 ア イ ヌ

ウイル タ

3

5

No。13オ ロ ツ コ の 食 料 仕 度

2

4

79

No.9天 幕 内 の オ ロ

ツ コ 十二人

6

矢[1床iら1月勿fi官fl升究1・}乏iif一・第20fi.i・1999

≒

州ぎ

凪
汁

、、駄
,
ご

颪

区

恥

塗
.二
「
計

、蹄

±

一〉}

No.14オ ロ ッコの家 族 と夏の家;オ ロ ッコ族の ・家 と夏の家

着 の 身着 の ままで ・ツ屋 に幾 組か の家族 が 仲 よ く起居 してゐ

る

7

No.15オ ロ ッ コ 冬 の 天 幕 生 活

8

No.16オ ロ ツ コ の

神 様

一71一



'ド仁
義和

9

No.18

墓

11

No.22

哺 育

13

74

15

99

オ ロ ツ コ の

オ ロ ッ コの

沙

【ご
ヨ
」,
区

聴
≧

■
「功
三

片

キ

」

叢
匠

二h
歯
区

恥
塗

10

No.21天 葬

12

No.38オ ロ ツ コ 十 人 の 物 置

14

75

16

オ ロ ツ コ族 の 女何 れ も

マ ダム モ ダ ンな服 装 彼

女等 は 決 して 二重4活

は しな い 新 凋 した着 物

はボ ロボ ロ に な る迄1着

占す の が 習慣 夜 も亦 其

f1こミ乖≦1こ!);63

分

母
ヨ;
ム
〒覗
雲

=
三
二
戸
毎
」

72一
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17

オ ロッ コ人の 青年 履 ける ス トー と称 し薄 い板 の裏 にアザ ラ

シの皮 を張つ た ものIII野の践 渉 には軽 快無比

18

オ タス の森 オ ロツ コ部落の 夏の 家松 の皮 を剥 いで 作 られ た も

の然 し今 は夏冬 共に住み 半永久 的な もの となつ てゐ る

19

一枚の 友幕 と ・枚の 衣

服が彼 女等の全 財産'σ

ある 首か ざ り耳輪

そ して 銀の指輪 彼 女オ

ロ ツコも恋愛 を知る 頃

であ る

21

23

『
韓
、}
「弔

』

ム
ゴ
苛
「}ご
,
茎

曲
温
瞬

=
}ご
二
滑
尋
二

20

22

らも

ニ フ フ

24

No.11ギ リ ヤ ー ク

男 上 人

雲

遷

譲

三
浸

轟
」

『
海

楚
黙

p
。。
婁

』

セ

)

沼
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25

No.12ギ リ ヤ ー ク

婦 人 の 正 装

27

No.19ギ リ ヤ ー ク

火 葬 の 跡

29

No.24.上 人 の 狩 猟

26

No.17ギ リ ヤ ー ク の 墓

28

No.23土 人の 氷 一L魚釣24

30

16

'

壽

Σ

}ヲ

寸,
[、ム

}榊蒐

、新

31 32

号

耳
図
皿畔

黙

=ヨ

L

-74一

田
H
P凶
一岬
瞭
瞬

一
ニ
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ニ
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ウイル タ
または

うも

ニ フ フ

33

No.25土 人 の 丸 木

舟 造 り

35

No.27犬 櫨

34

No.26丸 木 船 に て競 う十 人

36

No37土 人手 製 の玩 具;37

37

肇『

ぞ≒

i妻

38

≒
首
画

汁
磁
‡

亜
区
ボ霊

胤暴

ご
,、蹄
矛

27

39 晶
〃
ユ
回
碧
,一.ム
聯
塗
判

=
可
旨二
冷

缶

」

40
分

,「苛
田H
因

門岬
油
瞬

噛
↓

13
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41

言

i垂
措

三

一

H

厚 さ二尺 もあ る幌内河 の氷 盤 に穴 をあ けてキ ウ リ カ ンカイ

を釣 るオロツ コ人ギ リヤー ク人冬期 中の食料の 一部 をな して

ゐる

43

ンツfl;.埠 藍 」・蟻を猿 煤てi.C々 桝 渉衆にVf,.抱1-回tt・i:

住 のIli!期了P球}末 る・】・■'」妻ptが目ミ辱の陪1、{び帽の ラド

るゐ ー「:為その的久 ・鉛h1う ゆ～L志与 メ1て'拓

.ヒ人 河 に漁 り野 に求 め転 々 と して猟獲 を追 う彼 等 には ツ ン

ドラ菌這松 屋根 が 普通で あ る天幕 は 一一定 期 間の 住居 であ り木

皮張 りは半永 久的の それで ある

42

オ ロツ コ族 の 山狩姿 小 刀 は腰 に 鉄 砲は皮 袋 に 足 搭へ は

特 に丈夫な トナカ イの皮靴 こ うして彼 等はill野 を馳駆 す る

44

軽快 十数頭 の犬 を連結 し雪煙 をあげ て 一日 よ く 三卜里の 道:を

馳駆 する犬櫨 樺 太には 今尚至宝的 な存在 であ る

その他 の
先住 民族
45

No.5サ ン ダ ー 人

5

47

上の一トス4

人

酪

土

N

の

〃♂ ル

』戴
轍
臨

汁
態
↓4
颪
因
曝
励瞬
≒
母
蹄

課÷
瞬

46

No.6ヤ ク ー ッ 族

48
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トナカイ

49

N(),28馴 鹿 の牧場;振 戸山 麓に ゐる ウヰ ノクロー フ氏の馴 鹿

牧場 人跡遠 き原 始の 集落 林人 と馴鹿 は 一一体 をな して速 く毛

占の'夢を結 ぶ

51

No.30馴 鹿 の物資 輸送;奥 地 の造 材 に要す る物資 を運搬 すべ

く凍 結 した幌内河kに 集 つた馴鹿 儀;30

50

No.2g食 を求 め て散 る馴 鹿

52

No.31夏 季 馴 鹿 に て 旅 行

53

47

詳
毒く
嵐

噛ξ
‡

茎ノ

論

翼
漸

えノ

譲

54

李～〈戸 黙 ・ ・ハ ノ≧餓 ヒ
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